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デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書ご記入時の注意 

> 新規にお申し込みの場合は、次頁以降の「バリデーションサポート年間契約規約」をお読みいただき、内容をよくご理解いただいた上

で、お申し込みください。 

> 本サービスの受付には、お客様のご所属名・ご部署名・ご担当者名・ご住所・お電話番号・メールアドレスが必要です。必ず正式名称で

ご記入ください。 

> 各項目のご記入後、1～2 ページ目を A4 用紙で印刷し、お客様のご署名後に依頼品に添えてお送り下さい。本数が 4 本以上の場合は、一

旦クリアしていただいた後に再度 2 枚目ピペット情報ページに 4 本目以降の情報を記入して印刷してください。依頼品は必ずビニール袋

等で密閉した状態でお送りください。その際、本用紙は依頼品と同じ袋には入れないようにご注意ください。本依頼書及び依頼品の到着

を以て受付日とさせていただきます。 

> 年間契約 1 回目と 2 回目は別の依頼書に分けてご記入ください。 1 回目と 2 回目のピペットが 1 枚の依頼書に混在している場合は、別口

での受付となります。ご了承ください。 

> 保証期間にかかわらず、検定・JCSS 校正は有償となります。また保証期間内であっても保証適用対象外の修理や精度検査（容量チェッ

ク）に関しましては有償扱いとさせていただきます。 

> JCSS 校正の対象ピペットは、マニュアルおよび電動のシングル・マルチチャンネルピペット（4ch～12ch）となります。公称容量 10µL 以

下のマルチチャンネルピペットおよび連続分注器は JCSS 校正対象外となりますのでご注意ください。 

> 検定のみ、および JCSS 校正のみメニューの場合、秤量データを取ることが不可能な場合（チップが取付できない、リークが激しい、容量

設定が不可能等）は、キャンセル扱いとして返却させていただくことがございます。予めご了承ください。 

> 受付時検定（JCSS 校正）結果お知らせサービスは、ご記入いただいたご連絡先に受付時検定（JCSS 校正）の結果をお知らせするサービス

です。ご回答をいただくまで、修理・メンテナンスを保留いたします。結果のご連絡から 10 営業日以内にご回答がない場合は、お預か

りしているピペットを返却させていただきます。また、ご請求金額も変わりますので、ご了承ください。 

> 定額制プログラムにより、基本料金にパーツ代金も全て含まれています。従いまして、事前のお見積りの提示は行っておりません。ただ

し弊社が修理不可能と判断したピペットに関しましては、その旨をご案内の上、下取り金額をご提示いたします。下取りせずそのまま返

却、もしくは下取り金額による新品購入のどちらかをお選びください。修理可能の場合の連絡は致しません。 

> ピペット検査成績書および JCSS 校正証明書の再発行には、1 データにつき既定の手数料を申し受けます。（JCSS 校正に関する書類の再発

行は書類の差し替えとなりますので、旧書類は弊社への返却が必要となります。） 

> ピペットの修理時にパーツ交換を行った場合、交換した古いパーツは修理品に添付してご返却いたします。弊社にて廃棄をご希望の場合

は、備考欄にその旨ご記入ください。 

本証明書の記入につきましては、次ページの「デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書の記入例」をご参照ください。



CS-K-101-T02-01 / 2026-01 Language version JP Page 2 / 8 

「デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書の記入例」 

> 必ず全ての項目を漏れなく記入してください。

> ご所属名等は正式名称での記載をお願いいたします。

> ご使用されている施設のバイオセーフティレベルに☑を入れ

てください。

> 危険物質や病原体等の使用の有無、および汚染の除去方法を

記入してください。

> 汚染除去方法につきましては、弊社 Web ページに記載の

「汚染除去の方法について」をご参照ください。

> 送付物が確実に汚染除去されていることをご確認の上、☑を

お願いいたします。

> 必ず、ご担当者様自筆署名、ご所属名、署名日をご記入くだ

さい。

デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書 記入例と価格表
（年間契約専用︓年間契約をご希望されない場合は、一般ピペットの記入例をご参照ください。）
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こちらはお客様が上記をご記入後、代理店様にご記入いただき

ます。 

> 弊社直接代理店様のみご記入ください。また、完了品の送り

先なども弊社直接代理店様のみご指定可能ですので、お間違

いの無きようお願いいたします。

1. ピペットの製品カテゴリーを選択

2. シリアル No.を入力

3. 製品名を選択

4. サービス内容を選択

5. 年間契約の回数を選択

6. 必要なオプションを選択

7. 必要に応じて症状やコメントを記入

8. 最後に右下の「確認」ボタンを押すと、下の「ご注文エリ

ア」に内容と、金額が転記されます。

9. 内容に誤りがある場合は、右の「取消し/削除」ボタンを押

すと、内容がクリアされます。

10. ピペットの登録は同時に 3 本まで可能です。4 本以上の場合

は、一旦ファイルを保存もしくはプリントアウトしたのち

に、注文 1~3 を全て取消ししていただき、再度入力をお願

いいたします。

11. 合計金額はそのシートに記載しているピペット 3 本分の金額

になります。4 本目以降は、再度入力後にご確認の上、ご自

身で加算いただきますようお願いいたします。

12. その他、オプションがご必要の場合は、該当する項目を選択

してください。

13. 結果お知らせサービスは、直接ユーザー様にお送りせず、一

旦代理店様へ結果を送信させていただきます。

14. 弊社がこれらサービスにてご提供する書類以外は、全て特別

書類の対象となります。ご希望の書類がございましたら、ど

のような書類が必要かを、白枠の中にご記入ください。

15. 初回申し込み時のみのご請求で、2 回目も同じ内容のオプシ

ョンを受けることができます。

デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書 記入例と価格表
（年間契約専用︓年間契約をご希望されない場合は、一般ピペットの記入例をご参照ください。）
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精度検査および JCSS 校正の内容について

弊社にて実施するピペット精度検査および JCSS 校正は、ISO8655-6 に基づく衡量法を用いて実施いたします。 

精度検査・JCSS 校正では、以下のポイントにつき各 10 回の測定を行い、評価を行います 

容量検定（弊社独自基準に基づく適合性判定を行います） 

■ 容量固定ピペット（シングルチャンネル）：計 10 測定 

公称容量（1 ポイント） 

■ 容量可変ピペット・電動ピペット（シングルチャンネル）：計 30 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

■ 容量可変マルチチャンネルピペット・電動マルチチャンネルピペット, 8-ch/12ch 

（全チャンネル同時測定）：計 240/360 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

■ 容量可変マルチチャンネルピペット・電動マルチチャンネルピペット, 16-ch/24ch 

（8 チャンネルもしくは 12 チャンネルの全チャンネル同時測定×2 回）：計 480/720 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

JCSS 校正（弊社校正マニュアル EQM-M7000 に準拠した校正） 

■ 容量固定ピペット（シングルチャンネル）：計 10 測定 

公称容量（1 ポイント） 

■ 容量可変ピペット（シングルチャンネル）：計 30 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

■ 容量可変マルチチャンネルピペット・電動マルチチャンネルピペット, 8-ch/12ch 

（全チャンネル同時測定）：計 240/360 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

※ JCSS 校正証明書には、弊社独自基準に基づく適合性判定は含まれません。 

”容量検定”の計算方法による適合性判定は別途添付されますが、JCSS 校正結果とは無関係です。予めご了承ください。 

デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書 記入例と価格表
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バリデーションサポートサービス年間契約利用規約 

第 1 条 (利用規約) 

１. 本規約は、エッペンドルフ社製ピペットおよび分注器（以下、「ピペット等」といいます。）のユーザー（以下、「利用者」といいま

す。）が、エッペンドルフ株式会社（以下、「当社」といいます。）に対し、エッペンドルフ代理店（以下、「代理店」といいます。）を通

して、ピペット等を対象とするバリデーションサポートサービス年間契約（以下、「本サービス」といいます。）を利用する際、その利用に

関わる一切に適用されます。 

2. 当社は、予告なく本規約を変更することがあります。この場合の本サービスの提供条件は変更後の利用規約によります。 

第 2 条 (本サービスの内容及び実施) 

1. 当社は、利用者に対し、年間 2 回の通常検定、または受付時検定付き検定、または JCSS 校正、または受付時校正付き JCSS 校正（以下、

「検定等」とします。）を提供するものとします。 

2. 本サービスは、修理サポートが終了していないピペット等を対象とします。 

3．利用者から当社への本サービスの料金支払は、1 回目の本サービスが完了時に、代理店を介して行うものとします。 

4．本サービスお申込み後 1 回目の検定等が開始され、1 回目の検定等完了日から 1 年間が本サービスの有効期限となります。利用者は有効

期限までに 2 回目の検定等を申し込むことができます。1 回目の検定等完了日から 1 年以上が経過した場合は、2 回目の検定等の実施に関わ

らず本サービスは終了します。 

5. 検定等の実施手順は、以下の通りとします。 

① ピペット等の受付後、全体的なクリーニング及び動作チェックを行います。 

② 不良個所については、メンテナンスや必要に応じてパーツ交換などを行います。 

③ 本体の動作チェックに合格したピペット等について、容量調整を行います。 

④ 容量調整後、精度検査または JCSS 校正を実施します。 

⑤ 検査結果および精度検査・JCSS 校正結果をピペット等に添付して代理店を通して利用者に返却します。 

受付時検定付き検定および受付時校正付き JCSS 校正を申し込んだ場合には、受付時の状態での精度検査または JCSS 校正を実施し、その結果

も併せて添付します。 

6. 検定（JCSS 校正）結果お知らせサービス（以下、「結果お知らせサービス」）を利用すると、当社はピペット等の受付検定または受付時

JCSS 校正の結果報告を行い、利用者はその後の処理を選択することができます。当社は受付時検定または受付時 JCSS 校正の結果報告書を FAX

にて代理店に連絡し、利用者はそれ以降の処理を進めるかどうかの判断を、代理店を通して回答します。代理店は、利用者からの回答を当社

が送った結果報告書に記載して FAX にて当社まで送付します。利用者が処理続行の回答をした場合、当社は当該ピペット等に対して修理・メ

ンテナンス、および精度検査、または JCSS 校正を実施します。利用者が処理終了の回答をした場合、または連絡後 10 営業日を過ぎても回答

がない場合は、当該ピペット等は代理店を通してユーザーに返却されます。返却となった場合は請求金額が変更となります。結果お知らせサ

ービスは有償となります。 

7. 利用者は、本サービスの利用にあたり、ピペット等を代理店を通して当社に送付します。利用者と当社間のピペット送付及び返送は、当社

及び代理店の責任で行うものとします。 

8. 本サービスを受けているピペット等が修理不可能と判断された場合は、当社は代替品として同一製品、または同一製品が販売終了となって

いる場合は同等製品の下取り販売の案内を提示します。利用者が代替品を購入し本サービスの継続を希望した場合、当社は当該代替品を本サ

ービス開始時の対象ピペット等の代替品とみなして、本サービスの提供を継続します。下取り販売品の代金は、本サービス料金とは別に請求

するものとします。 

第 3 条 (保証) 

1．1 回目の検定等終了後から 6 か月間及び第 2 回目の検定等終了後から 6 カ月が経過するまでの間に、正常な使用状態においてピペット等

に故障が発生した場合で、その直近に実施した本サービスにおいて点検した箇所と同じ箇所に故障が発生したときは、当社の費用負担で修理

及び部品交換を行います。 

デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書 記入例と価格表
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2. 前項の規定に関わらず、以下の原因により故障が生じた場合、その修理は有償となり、利用者が修理を希望する場合、利用者は修理費用と

して部品代金を含む規定料金を支払うこととします。別途、精度検査が必要な場合は、その費用は修理費用に加算されます。 

① 使用上の誤りやユーザーによる不当な修理、改造によりピペットの故障が生じた場合。 

② 使用中における落下等による故障及び損傷。 

③ 火災、天災、地変による故障、その他不可抗力により故障が生じた場合。 

④ 使用説明書に記載の目的以外に使用され故障が生じた場合。 

第 4 条 (有害物質の除去) 

本サービスを安全に行えるよう、利用者はピペット等を送付する前に、RI、微生物、化学物質などの人体に有毒な物質による汚染を適切に除

去し、確認するものとします。 

第 5 条（サービスの終了） 

1. 当社、代理店、または利用者は、他の当事者が次の各号のいずれかに該当した場合、直ちに本サービスを解除することができるものとしま

す。 

① 本規約に違反し、他の当事者から違反を是正するよう催告を受けたにもかかわらず、5 日以内に是正しなかった場合。 

② 差押え、仮差押え、仮処分、強制執行もしくは競売の申立てを受け、又は租税の滞納処分を受けた場合。 

③ 破産、民事再生、会社更生もしくは特別清算手続開始の申立てを受け又は自ら申立てた場合。 

④ 監督官庁から営業停止又は営業免許の取消し処分を受けた場合。 

⑤ 営業の廃止、重要な事業の譲渡又は解散の決議をした場合。 

⑥ 自ら振出し又は引受けた手形もしくは小切手につき不渡り処分を受けた場合、支払を停止した場合、又は、支払不能状態に至った場合。 

2. 当社、代理店、または利用者が、前項各号のいずれかに該当したことにより他の当事者に損害が生じた場合、当該他の当事者は、本契約を

解除するか否かにかかわらず、前項各号のいずれかに該当した当事者に対して、損害賠償の請求を行うことができるものとします。 

３．本サービスにおいて、2 回目の検定等においてピペット等が修理不可能と判断され、かつ利用者が代替品の購入をしない場合、本サービ

スは自動的に終了します。この場合、当社からの返金は行われません。 

第 6 条（損害賠償） 

当社、代理店、または利用者のいずれかが、故意又は過失により他の当事者に損害を与えた場合、他の当事者は損害を与えた当事者に対しそ

の損害の賠償を請求することができるものとします。 

第 7 条（反社会的勢力の排除） 

1. 当社、代理店、または利用者は、本年間契約の申込時において、自ら並びその役員（取締役、監査役及び執行役を含む。）及び経営に実質

的に関与している者が、反社会的勢力に該当しないこと及び反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有しないことを表明し、かつ将来

にわたっても該当しないことを確約していただきます。 

2. 当社、代理店、または利用者は、自己又は第三者を利用して次の各号のいずれか一にでも該当する行為を行わないことを確約していただき

ます。 

① 他の当事者に対して脅迫的な言動又は暴力を用いること 

② 偽計若しくは威力を用いて他の当事者の業務を妨害し、又は信用を毀損する行為を行うこと 

③ 他の当事者に対して法的な責任を超えた不当な要求をすること 

④ その他前各号に準ずる行為を行うこと 

デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書 記入例と価格表
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3. 当社、代理店、または利用者は、他の当事者が第１項又は第２項の規定に違反したことが判明した場合は、何らの催告を要することなく直

ちに本契約の全部又は一部を解除することができるものとします。 

4. 当社、代理店、または利用者は、他の当事者が第１項又は第２項の規定に違反したことにより損害を被った場合は、他の当事者に対し、そ

の損害の賠償を請求することができるものとします。当該他の当事者は、前項により本契約の全部又は一部を解除されたことを理由として、

解除当事者に対し、損害の賠償を請求することはできないものとします。 

第 8 条（管轄裁判所） 

本サービスに関し、当社、代理店、または利用者間で紛争が生じたときは、東京地方裁判所を第一審の専属的な管轄裁判所とします。 

第 9 条（協議解決） 

本規約に定めのない事項及び疑義を生じた事項については、その都度当社、代理店、または利用者が協議の上解決することとします。 

以上 

デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書 記入例と価格表
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